







































査研究」（研究代表者　加藤 幸治／研究・成果報告期間 2015年 4月 13日～2019年 3月 31日）の研究
成果報告書です。
　本研究は、共同研究カテゴリーの④常民文化に関する研究、に相当するものとして採択されまし
た。具体的には、本研究は、これまで渋沢敬三の行った活動のうち、民具に関しては民具研究の嚆
矢として多くの研究蓄積があるものの、漁業史研究に関してはその活動や刊行物の検討といったこ
とがほとんどなされていないという問題意識をもとにしたものです。そのため、渋沢水産史研究室
の昭和 10年代前半の活動に焦点を絞り、そこで研究を進めていたアチック・ミューゼアム同人を
共同研究者たちが、例えば加藤が伊豆川浅吉を、また、安室知が渋沢敬三をというように同人一人
を担当し、その活動内容を深く掘り下げ、それらを最終的に 1つの活動としてまとめていくとい
う大変興味深い研究方法を採用しています。おそらく、これまでにない戦前期のアチック・ミュー
ゼアムの活動や人間模様などが解き明かされるものと期待しています。
　 3年間という短い期間と限られた研究費の中で、思うように「ハーモニアス・デヴェロープメン
ト」精神が発揮できなかったかもしれませんが、本共同研究に参画され、また、本書の執筆を担当
された共同研究者の皆様に、改めてお礼申し上げたいと思います。
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